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ハナカメム シ科ならびにカタ ビロアメ ンボ科

（異麹亜目）に属する昆虫３種類の染色体研究
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異超亜目 （Ｈｅｔｅｒｏｐｔｅｒａ） に属する昆虫のうち， 今日までに染色体研究がなされた種類は約 ７１０

種， ３３科におよんでいるが， これまでのところ， ハナカメムシ科 （Ａｎｔｈｏｃｏｒｉｄａｅ） に属するものに

ついては一つもなされていない， また， カタビロアメ ソポ科 （Ｖｅｌｉｉｄａｅ） に属するものの研究も非

常に貧弱で， これまでに

　

▽郷幻

　

ｃ““８”ｓ

　

ｌ 種の染色体が知られているにすぎない （牧野， １９５６；
Ｍａｎｎａ，１９６２； 竹内・村元， １９６９，１９７０ａ，ｂ）．

　

筆者等はこの度， 初めてハナカメムシ科に属する

　

Ａ粥Ｐゑわγ鋤ｓｏｂｓｃ塀たｇｐｓ と

　

０γ粥ｓ

　

ｓｐ． の ２

種類のほか， カタピロアメ ンボ科に属する Ｍｉｃ知り〆如 ｄｏ“ｇおｓＺの染色体研究を行なう機会を得た

ので， その結果をここに報告する．

（２３）



ＶＯＩ．２２，Ｎｏ．ｌ

　　　　

ｊｏｕｒｎａｌｏｆ Ｈｏｋｋａｉｄｏ ＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｏｆＥｄｕｃａｔｉｏｎ （ＳｅｃｔｉｏｎｌＩＢ）， Ｓｅｐｔｅｍｂｅｒｌ９７１

稿を草するにあたり， 種名同定の労を執られた筑紫女学園短期大学教授

　

宮本正一博士に衷心よ

りお礼申しあげる．

材料および方法

　

この研究に用いた材料はハナカメムシ科 （Ａｎｔｈｏｃｏｒｉｄａｅ） に属する

　

Ａ粥ゑ崩御βｚ‘ｓｏｂｓｃ昭彦ｇｐｓと

０“多ばｓｐ．， およびカタビロアメ ソポ科 （Ｖｅｌｉｉｄａｅ） の Ｍｉｃ知り〆彰

　

ｄｏ“ｇＺα“ （ケツカタビロアメ ン

ボ） の３種で・ある． これらの３種類はいずれも北海道函館市およびその近郊で１９６８， １９６９， １９７０

年の５月から９月にかけて採集したものである． 研究に供した種類は， いずれも微小な昆虫で， 生

殖巣内の分裂細胞がすくないうえ， ３種類とも幼虫時代に分裂が完了するので， その染色体研究に

は多大の困難を伴なった．

　

ケシカタビロアメンボの成虫には有迎型と無地型の２型があり， 両者は混棲しているのが常であ

る． しかし， 本研究に用いた個体は幼虫のため， 有超型か無想型かの判別はできなかった．

　

摘出した精巣又は卵巣を， アセト・オルセイソによる押しつぶし法によって観察したが， いずれ

も良好な結果を得た． 図の作成は描画装置を用い，２，５００倍の倍率でおこなった，

　

Ａ． Ａｎｔｈｏｃｏｒｉｄａｅ（ハナカメムシ科）

　　

１． Ａ７”ゑ姦のγｅ“ｓｏらｓｃ〃叱りｓＰｏＰＰｉｅｅｓ（Ｆｉｇｓ．１－３）

　

精原細胞の染色体は観察できなかった． 第１分裂前期において， ほぼ同形同大の Ｘ ならびに Ｙ

染色体が観察された （Ｆｉｇ．１）． 第１分裂中期の染色体数は ｎ＝１７ であるが， 他の染色体と明確に

区別できる２個の小形染色体が存在する （Ｆｉｇ．２）．

　

第２分裂中期の染色体数は

　

ｎ＝１６

　

で， 小形の ２ 個の染色体以外はその大きさが漸減的である

（Ｆｉｇ．３）， 本種の染色体は一般の異超亜目に属する昆虫にくらべて小形である，

　　

２． ０“硲 Ｓｐ．（Ｆｉｇｓ，４ａｎｄ５）

　

本種においても精原細胞の染色体を観察することはできなかった． 第１分裂中期においては， あ

まり特徴のない， かなり小形の染色体が ｎ＝１３ 存在する （Ｆｉｇ，４）． 第２分裂中期の染色体もかな

り小形であるが，１２個の染色体が明瞭に観察された （Ｆｉｇ．５），

１
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Ｆｉｇｓ．１ ． ＣｈｒｏｍｏｓｏｍｅｓｏｆＡテクリ霧〃β“ｓｏ汐ｓｃ“γたりｓ（×２，５００）． １，Ｓｐｅｒｍａｔｏｇｏｎｉａｌ・ローｅｔａｐｈａｓｅ．

２，Ｆｉｒｓｔｍｅｔａｐｈａｓｅ， ３，Ｓｅｃｏｎｄ ｍｅｔａｐｈａｓｅ， Ｆｉｇｓ，４ａｎｄ５，Ｃｈｒｏｍｏｓｏーｍｅｓｏｆｏγ如ｓ

ｓｐ，（×２，５００）， ４，Ｆｉｒｓｔｍｅｔａｐｈａｓｅ， ５，Ｓｅｃｏｎｄｍｅｔａｐｈａｓｅ， Ｆｉｇｓ， ９，Ｃｈｒｏｍｏｓｏｍｅｓ

ｏｆルたγの副ｉＱ

　

α伽ｇＺの郡 （×２，５０○），

　

６・ Ｏｏｇｏｎｉａｌ

　

ｍーｅｔａｐｈａｓｅ，

　

７． ＳＰｅｒｍａｔｏｇｏｎｉａｌ

ｐｒｏｐｈａｓｅ， ８，Ｆｉｒｓｔ ｍｅｔａｐｈａｓｅ， ９，Ｓｅｃｏｎｄ ｍｅｔａｐｈａｓｅ
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１， 肌化飾り物α の“ｇＺαｓばＳｃｏｔｔ（ケシカタビロアメ ソポ） （Ｆｉｇｓ．６－９）

　

卵原細胞の染色体数は ２ｎ＝２２ で， 他の染色体と明らかに区別できる１対の大形染色体が観察さ

れる （Ｆｉｇ．６）， 卵母細胞の染色体の観察はできなかった．

　

また， 雄の精原細胞の染色体を観察することはできなかったが， 第１， 第２精母細胞の染色体を

観察することができた． 第１分裂前期においては Ｘ ならびに Ｙ 染色体が明瞭で （Ｆｉｇ，７）， 第１

分裂中期の染色体数は Ｆｉｇ．８

　

に見られるように

　

ｎ＝１２

　

であって， この時期においても比較的大

形の Ｘ ならびに Ｙ 染色体は容易に識別できる．

　

第２分裂中期における染色体数は ｎ‐＝１１ で， 常染色体が接触している

　

ＸＹ混合体をとりかこむ

ように配列 している （Ｆｉｇ．９），

　　　　　　　　

考

　　　　　

察

　

今回， 報告するハナカメムシ科 （Ａｎｔｈｏｃｏｒｉｄａｅ） に属する

　

Ａ７れＰ形ｏ蛇ｚ≠ｓｏらｓｃ鰯鷲ｇｐｓ の第１分裂

中期の染色体数は ｎ＝１７， 第２分裂中期の染色体数は ｎ＝１６ である，
０“ｚ‘ｓｓｐ， の第１分裂中期

の染色体数は ｎ＝１３， 第２分裂中期の染色体数は ｎ＝１２ である， これらの結果から， 精原細胞の

染色体数は前者においては ２ｎ＝３２， 後者においては ２ｎ＝２４ であると推定される，

　

性決定機構は Ａ，のｓ粥γ叱りｓ においては ×－Ｙ 型であることは明白であるが， ０“ｚ‘ｓｓｐ． の場

合も， 第１および第２分裂中期の染色体数から判断して ×－Ｙ 型である， また， 両種とも性染色体

の分裂は， 多くの異超亜目の昆虫と同様， 後還元型である． 宮本 （１９７０） によれば， 両種は異なっ

た亜科（Ｓｕｂｆａｍｉｌｙ）に属しているとのことである． これら両種の染色体の大きさは， 筆者等 （１９６９，

１９７０ａ，ｂ） がこれまで染色体研究をおこなった１４科にわたる６２種類の異超亜目昆虫のうちで， 最

も ・形である．

　

ヱ財た知り〆如 ｄｏｚ増加ｓＺの染色体数は雌雄とも ２ｎ＝２２ で， 性決定機構は雄が ×－Ｙ

　

型で後還元型

である．性染色体は第１精母細胞の前期および中期核板にみられる通り，かなり大形である，このこ

とから， 卵原細胞の中期核板にみられる １ 対の大形染色体は， Ｘ 染色体であると思われる． 牧野

（１９５６） の動物染色体数総覧によれば， これまでのところ， カタビロアメ ンボ科 （Ｖｅｌｉｉｄａｅ） のもの

で染色体研究がなされたのは Ｐｏｉｓｓｏｎ（１９３６） による ＶＢＺ血 筋γ雑れｓｌ種類のみである，
Ｖ．ｃｚ‘“ｅ７２ｓ

の雄の染色体数は ２ｎ＝２５ で， 性決定機構は ×－０ 型であるという． また，

　

Ｖ．α‘“８“ｓ の Ｘ 染

色体は常染色体にくらべ大形である （Ｍａｎｎａ，１９６２）．
肌．ｄｏ”ｇ粥ｓＺ と Ｖ．ｃ““例ｓ

　

の染色体をく

らべてみると， 染色体数ならびに性決定機構が異なっているが， 両種とも常染色体にくらべて， Ｘ

染色体が大形である点で類似している，
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